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 コラボ事業のねらい・願い  

 

 

 

 

 

 

 

【たつこ学童】 

・放課後、適切な遊びと生活の場を提供し、子どもたちの健全な育成を図る「放課後児童健

全育成事業」として、市（国、県）からの委託を受け、保護者会が運営。平成１９年に開設

し、１４周年を迎えました。 

・専門の資格を持つ放課後児童支援員３名（渡利地区より勤務）と、地域の補助員５名がシ

フトを組みながら子どもたちの支援に当たっています。 

・小学校との連携と併せ、補助員は全て地区の主任児童委員、民生委員で構成。子どもたちの

健やかな成長を願いながら、子どもたちを育んでいます。 

 

【「共創のまちづくり」の理念】 

・世代や性別等を問わずさまざまな皆さんが、それぞれのきっかけで参加し関わることから、

共創のまちづくりはスタート。 

・目標設定段階から連携し、達成に向けて地域課題を把握・共有します。 

・そして、市民一人ひとり、団体、企業、学校、地域、行政など多様な主体それぞれの特徴を

生かしながら、実践的な行動につなげます。  
 

☆ 共創のまちづくり推進指針 

 

【「福島市子どものえがお条例」の目的】 

・福島市において、地域社会全体が子どもたちを大切にし、子育て世代を応援するという合

意を形成していくことが重要。 

・このため、地域社会全体で子どもと子育てを応援していくという市民意識の醸成を図ると

ともに、本市の実状に即した子どもと子育ての施策の基本的な方向性を規定し、子育て環

境の整備に総合的、継続的、安定的に取り組み、子どものえがおあふれる社会を実現する

ことを目的に「福島市子どものえがお条例」を制定。本年６月２３日に施行されました。 

・地域の役割：子どもと子育てに積極的に関わりを持っていきましょう。安全安心な地域づ
くりを行いましょう。 

 

☆ 子育てするなら福島市～福島市子どものえがお条例～ 

↑「子ども条例」の理念・ 
運営を委託 

 
 

←市政の将来を担う 

↑「共創」の理念・活動補助 
 
 

よりよい地域社会を創る→ 

地域の宝を皆で育む→ 
姿勢を見せる→ 

←地域に元気を 
←地域の将来を担う 

NPO地域の 

みんなのチカラ 

（地域社会） 

たつこ学童保育 

（子どもたち・保護者） 

福 島 市 

（行 政） 

① 

②

① ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

https://www.city.fukushima.fukushima.jp/chiki-kyoudou-shimin/kyousou/documents/kyousoushishin.pdf
https://www.city.fukushima.fukushima.jp/kseisaku-seisaku/kosodate/kosodate/egao.html
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